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家庭学習 

家庭学習時間と4教科（国語、社会、算数、理科）の合計平均正答率との関係のグラフ 
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出典（平成22年7月 埼玉県教育委員会 発行 小学校 保護者用リーフレット） 

復習で自分の力に！ 

平成23・24年度 深谷市教育委員会委嘱 研究発表会 

夢とこころざしをもち、まごころとおもいやりのある上柴っ子の育成 
－中学校区における学校間連携及び家庭・地域との連携による道徳教育の推進－ 

１１月９日（金）、上柴西小・上柴東小・上柴中の３校連携による道徳教育研究発表会が行われました。 

●「渋沢栄一こころざし読本」、「まごころ先生」  

  の活用等 

●アンケート調査の実施、指導計画の作成等 

●「腰骨を立てる」指導、「あいさつ」カレン  

     ダー の作成等 

公開授業の様子 

立腰指導 

研究の成果 

・教師の指導力の向上 

・渋沢栄一翁の教えを受 

  け継ぐ道徳教育の充実 

・生活規律・学習規律の 

  確立 

・道徳教育を土台とした 

  地域づくり 

小・中３校の全職員が９年間を見通し
て児童生徒の豊かな心を育みつつあ
ります。 

家庭学習と学力の関係 

復習をしないとすぐ
に忘れてしまいます。 
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毎日の家庭学習
で学力向上を！ 

 学力の向上には、自ら進んで学習する習慣の定着が大切です。 

予習で授業がわかる！ 

（研究委嘱 学力向上） 

研究委嘱 
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 学力の向上には、「基礎的な知識及び技能」「思考力・判断力・表現力」「主体的に学習に
取り組む態度」の３つの要素をバランスよく育てることが必要です。 
 本市は、 ３つの「Ａｃｔｉｏｎ」を柱に学力向上をめざします。 

 
 
 
 
 

 

基礎的な知識及び技能 

思考力・判断力・表現力 

主体的に学習に取り組む態度 

○言語活動 
  ・考えを書く    ・話し合う、伝え合う 
  ・伝える手段としてのＩＣＴ 
 
○課題解決型学習 
   

○学習内容、課題の明確化 
  ・板書計画とノート  ・ＩＣＴによる提示 

○学習習慣の定着 
 ・小学校は復習中心 
 ・中学校は予習中心 
  
 
  

習得 

考え出し合い、伝え合う 

しっかり教え、きちんと学ぶ 

○体験的な学習・問題解決的な学習 
 
 
○家庭での学び 
   

知的好奇心・探究心 
県・調査 

全国・Ｂ問題 

全国・Ａ問題 

「読む・書く」「計算」・「規律ある態度」 
（教育に関する３つの達成目標） 

 

夢とこころざしをもち、まごころと思いやりのある深谷の子 

～ 学び続ける子ども ～ 

９年間の学びを見通した小中連携、家庭・地域の教育力 

活用 

県・調査 

活用問題に挑戦 

Action２ 

深谷市チャレンジ 

Action３ 

Action１ 

             深谷市のめざす子ども像    

学びの土台 

○基本的な生活習慣 
 ・早寝、早起き、朝ごはん 
 ・あいさつ   
 ・くつそろえ 

○学級経営 
 ・居場所づくり 
 ・絆づくり 
 

○構え 
 ・学習規律  
 ・家庭学習  
 ・読書 

意      欲 

意    欲 

深谷市学力向上推進委員会 

深谷市教育委員会 

宿題を活かす授業 

 サイクル化 

授業 

宿題 

（知識に関する） 

（活用に関する） 

「深谷市チャレンジ」は、児童生徒の学習意欲を高めることを目的とした取組です。 

「活用問題」とは、習得した知識
技能の活用を通して思考力、判
断力、表現力等を育むことを目
的とした問題です。 


